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	視   察   先
	東京都　東村山市

	研修テーマ（調査項目）
	投票率向上の取り組み


	1 取組の経緯・内容
・首都へのベットタウンへと発展、藤枝市の15分の1の面積でありながら、15万人の人口。集中した市街地。
・今年4月に改選が行われた。投票率47.86％　4年前は47,97％であった。微減

・投票率の向上を常任委員会（政策総務委員会）の所管事務調査の主要事項に掲げており、委員会の調査権を活用している。他の常任委員会でも、所管事務調査の項目を具体化している（生活文教委員会は農業と商工の連携についてなど）

・常任委員、常任委員長も2年交代で継続性を持たせている。

・全議員で地元の投票所の課題について情報を収集して報告（雨でぬれやすい、バリアフリーなどの対応が不便など）

・公開セミナーには、全議員のみならず、高校の先生や選管の職員も参加して、情報の共有を図る（青森大学の佐藤敦教授のセミナーを活用している）

・若者の投票率向上に力点を置く。主権者教育（可児市や取手市の取組に学んだところが大きくあるとの事）が大事だという視点。常任委員会の提言は執行部のみならず、教育長にも提案している。

・18歳以下の生徒を対象としたリアル模擬選挙を実施した事が議員にとっても参考になった（八戸工業大学第二高校が実施しているとの事）

・市民との意見交換会は全議会後実施（年4回）　コロナにおいても、ユーチューブ等で行い絶やす事はなかった。
2 今後の課題
・提言を出しても、直ぐに効果が出るわけではなく、長期的な視野が必要である。
・期日前投票が少ない。投票所に課題があるよう。

・一票では変わらないという思いでいる有権者（特に若い人）の意識をどう変えるか。
3 本市に反映できると思われる点
・委員会の調査権を視察に重点を置くやり方から調査項目を決めた上でそれに則った視察を実施すべき（必要なければ視察をしなくてもよい）
・委員、委員長の2年任期を定例化して、腰を据えた調査を

・広報委員会での取り組み（産業大学との懇談、タウンミーティングなど）に止まらない課題として取り上げるべき（取り上げるとすれば調査権のある常任委員会が適当）

4 その他（感想、意見）
・藤枝市議選挙後、投票率向上を何名かの議員が一般質問を行っていたが、執行部ではなく自らの問題として認識するべき。



 議 会 運 営 委 員  各 位

行政視察報告書作成にあたり、調査内容・感想等をご記入願います。

お忙しいところ恐縮ですが、１０月２８日（金）までに事務局へご提出願います。
なお、メール（gikai@city.fujieda.shizuoka.jp）での提出の場合は、様式は問いません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 氏　名　（　石井通春　）

	視   察   先
	茨城県  牛久市

	研修テーマ（調査項目）
	議会改革の取り組みについて（YouTubeチャンネルの運用）

	1 　取組の経緯・内容

・市議会公式チャンネルの設定によるユーチューブ議会番組の作成。
・コロナで議会報告会が実施できない代わりのものとして広聴委員会で議論された。
・一番身近で経費も掛からないという理由でのユーチューブの選択。
・議会報告会で各委員会の動画の配信を行う。

・ユーチューブというだけで、子供うけ（小学生の見学時）するとのこと。
2 　今後の課題

・議会報告会が限られた人しか来ない、少数しか来ないと言った全国的な課題解決にはなかなか結び付かないようだ。
・議員のチャンネル登録者数も16名と登録していない議員も複数。

・双方向型の議会報告会は（オンラインによる）やはり今後の検討課題になっていた。
3 　本市に反映できると思われる点

・本会にの閲覧は少ないものの、議会報告会の閲覧は1000回を超えており、オンラインで行う事で実際の参加者数よりも多くあったので、効果が伺える。
・議員の側にも緊張感が生まれる。

4 　その他（感想、意見）
・予算決算を除く行政を所管する常任委員会が４つあり、複数に所属する議員もいるとの事。

・広報と広聴と委員会を分ける。広報広聴委員会が単なる市議会だより編集委員会にならない取組につながるのであろうか。



